
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

2024 年 10 月 29 日(火) - 12 月 26 日(木) 
 

Yumiko Chiba Associates 
東京都港区六本木6-4-1 六本木ヒルズ ハリウッドビューティープラザ 3F 

 
営業時間: 12:00-19:00   定休日: 日、月、祝日 

 
 
 
 

この度、Yumiko Chiba Associates では、「木下佳通代、沢居曜子、辰野登恵子｜70年代－不毛なもの、その先に」を開催致します。 
 本展は、木下佳通代（1939‒1994）、沢居曜子（1949‒）、辰野登恵子（1950‒2014）の 1970年代の活動に焦点をあてます。彼女たちは、
女性の社会進出がいまだ困難だった70年代に、時代を先駆け実験精神に富むコンセプチュアルな表現に取り組んだ数少ない女性のアーティストた
ちです。 
 70 年代前半、木下は写真や映像を用いて、ものの存在と認識の関係、時間や次元といった不可視の世界を、「ずれ」という視点によって顕在化
させました。70年代後半は、写真を用いながら、平面上で実像の不確かさを問い、「見ること」について鑑賞者に気づきを与える作品を多様に展
開していきます。 
 沢居は、70年代前半は「ものによる美術」に取り組みます。角材、鉛板、蛍光管、新聞紙など異質なもの同士の出合いによって空間を変容させ
る展示をいくつも手がけました。70年代半ばからは平面作品に転じ、カッターナイフで紙に細かな切り込みを入れ、そこに直交するようにコンテ
を引いて線を浮かび上がらせ、絵画とオブジェの境界を問う作品を制作します。 
 辰野は、70年代初頭から、版画による様々な表現に取り組みます。当時新しい技術だったシルクスクリーンを用い、ノートの罫線やグリッド、
ドット、タイルなど規則だったミニマルな形を用いながらも、版を重ねて「ずれ」を作り出し、さらにフリーハンドの線を加えるなど、ミニマリズ
ムとは一線を画す独自の表現を生み出します。 
 80 年代以後、木下と辰野は油彩による色彩豊かな大型の抽象絵画へと転じ、沢居は10年間ほど制作と発表を中断します。 
 木下は沢居と辰野より10年程年長ですが、彼女たちは、同時代に活躍したというだけでなく、公私にわたって、それぞれ深いつながりがありま
した。 
 男性の批評家とアーティストたちが多数を占めていた70年代の現代美術シーンの中で、彼女たちが出会い、時に連帯し、励まし合いながら、
個々に試みた実験的で独創的な作品をご紹介します。 
 

*本展開催にあたり、東京国立近代美術館研究補佐員小川綾子氏に多大なるご協力をいただきました。ここに深く感謝申し上げます。 
 
 

Kazuyo Kinoshita, Yoko Sawai, Toeko Tatsuno: The 1970s ‒ Beyond ‘Barren’ 

Kazuyo Kinoshita, '78-24, 1978 / ⒸThe Estate of Kazuyo Kinoshita, Courtesy of Yumiko Chiba Associates. 

木下佳通代、沢居曜子、辰野登恵子｜70 年代－不毛なもの、その先に 



 
 

■関連情報 
【トークイベント】 
六本木アルスクーリア トークイベント Vol.15 
小川綾子（東京国立近代美術館研究補佐員）x 中嶋泉(大阪大学大学院人文学研究科准教授)*他、作家参加予定 
2024年 12月 14日(土) 15:00-17:30(受付開始 14:45) 
定員：20名*事前登録予約制 
参加費：無料 
会場：ハリウッドビューティープラザ4F 
協賛：ハリウッドビューティーグループ 
※申し込み詳細等は改めてご案内いたします。 
 
登壇者プロフィール 
小川 綾子 (Ayako Ogawa)東京国立近代美術館研究補佐員 
早稲田大学文学研究科修士課程修了。早稲田大学法学学術院非常勤講師、早稲田大学総合研究機構都市と美術研究所招聘研究員。荒川修作+マドリン・ギンズを中心に、戦後の日本とアメリカにお
ける前衛芸術を研究。近年は、前衛の女性のアーティストについて、調査研究を進める。主な展覧会に、「女性と抽象」(東京国立近代美術館、2023年、共同) がある。 
 
中嶋 泉 (Izumi Nakajima)大阪大学大学院人文学研究科准教授 
リーズ大学大学院美術史学研究科修士課程修了。一橋大学大学院言語社会研究科博士課程単位取得退学。近現代美術、フェミニズムと美術研究。主な著作、論文に、Anti-action: Atsuko Tanaka 
and the Aesthetics of Mass Culture in Postwar Japan, Les cahiers du musée national d'art moderne 159, Pritemps 2022、『アンチ・アクション――日本戦後絵画と女性画家』ブリュ
ッケ、2019年、“Dream for Solidarity: Palestinian Art, JAALA and Haryū Ichirō in the 1970s and 1980s” , Past Disquiet: Artists, International Solidarity and Museums-in-Exile, 
(Chicago: University of Chicago Press, 2018)、 “Yayoi Kusama between Abstraction and Pathology”, Psychoanalysis and the Image, Griselda Pollock ed., (London: Blackwell 
Publishing, 2006)など。 
 
【研究冊子刊行】［予定］ 
「木下佳通代、沢居曜子、辰野登恵子｜70 年代－不毛なもの、その先に」 
Kazuyo Kinoshita, Yoko Sawai, Toeko Tatsuno: The 1970s ‒ Beyond ‘Barren’ 
著者：中嶋泉、小川綾子  発行予定日：2024 年 12月中 
発行：Yumiko Chiba Associates.  *Language (Japanese/English) 
 
【個展】 
「没後 30 年 木下佳通代」 
会場：埼玉県立近代美術館 
会期：2024年 10月 12日(土) - 2025年 1月 13日(月・祝) 
[関連イベント] 
レクチャー「展覧会のための調査から見えてきたもの」*終了いたしました 
日程：2024年 10月 19日(土) 
時間：15:00-16:30(開場 14:30) 
講師：大下 裕司（大阪中之島美術館学芸員） 
場所：埼玉県立近代美術館 2階講堂 
※80名（当日先着順）、参加無料 
 
対談「絵画から写真、そして絵画へ ―存在からも自由になった木下佳通代」 
日程：2024年 11月 3日(日・祝) 
時間：15:00-16:30(開場 14:30) 
登壇者：植松 奎二（美術家）、建畠 晢（埼玉県立近代美術館館長） 
場所：埼玉県立近代美術館 2階講堂 
※80名（当日先着順）、参加無料 
 
ミュージアム・カレッジ 2024 
「没後 30 年 木下佳通代」によせて ―絵画、写真を解きほぐす」 
テーマ：「クオリアからクオリティへ―色彩と絵画を哲学する―」 
日程：2024年 11月 30日(土) 
時間：15:00-16:30(開場 14:30) 
講師：高橋 克也(埼玉大学大学院人文社会科学研究科教授) 
場所：埼玉県立近代美術館 2階講堂 
※80名(当日先着順)、参加無料  
 
テーマ：「木下佳通代―その思考と生涯」 
日程：2024年 12月 7日(土) 
時間：15:00-16:30(開場 14:30) 
講師：佐藤 あゆか(埼玉県立美術館学芸員) 
場所：埼玉県立近代美術館 2階講堂 
※80名(当日先着順)、参加無料 
 
テーマ：「コンセプチュアル・アートとしての写真」 
日程：2024年 12月 14日(土) 
時間：15:00-16:30(開場 14:30) 
講師：井口 壽乃(埼玉大学名誉教授) 
場所：埼玉県立近代美術館 2階講堂 
※80名(当日先着順)、参加無料 
 
テーマ：「抽象の想像力―女性アーティストの仕事」 
日程：2024年 12月 21日(土) 
時間：15:00-16:30(開場 14:30) 
講師：中嶋 泉(大阪大学大学院人文学研究科准教授) 
場所：埼玉県立近代美術館 2階講堂 
※80名(当日先着順)、参加無料 
 
担当学芸員によるギャラリートーク 
日時：  
10 月 27日（日）15：00-(30 分程度) 
12 月 15 日（日）11:00-(30 分程度) ※手話通訳付き 
場所：埼玉県立近代美術館 2階企画展示室 
※企画展観覧料が必要です 
 
スライド・トークのご案内 
ご希望のグループにスライドを使って展覧会の見どころをご案内します（予約制） 
お問い合わせ、ご予約は埼玉県立近代美術館 教育・広報担当（問い合わせ先：048-824-0110）まで 
 
 



 
 
■アーティストプロフィール 
 
木下佳通代（1939‒1994） 
 
1939  兵庫県神戸市生まれ 
1958  京都市立美術大学 (現・京都市立芸術大学) 西洋画科入学  
1962  同大学同学科卒業 
1994  逝去 
 
主な個展 
 
1966             ウィンナ画廊、兵庫 
1972,’73-’78,’80,’82,’91     ギャラリー16、京都 
1974,’75,’76,’78,’80,’82,’83,’86  「木下佳通代展」村松画廊、東京 
1977             ギャラリーU、愛知 

ギャルリーキタノサーカス、兵庫 
1981              「Kazuyo Kinoshita 1976-1980」ハイデルベルク・クンストフェライン、ハイデルベルク、西ドイツ 
1982              「木下佳通代」Part I[’76-’80]、同 Part II[’79-’81]シティギャラリー神戸、兵庫  
1982,’84-’90,’91,2024        トアロード画廊、兵庫 
1989,’91’92,’94,’96         AD&Aギャラリー、大阪 
2017              「木下佳通代 等価に存在する何か。」Yumiko Chiba Associates viewing room shinjuku、東京 
2024-25            「没後 30年 木下佳通代」大阪中之島美術館、大阪 / 埼玉県立近代美術館、埼玉 
 
主なグループ展 
 
1960              グループ〈ケゴ〉展、京都書院画廊、京都 
1963,’71,’73,’75,’77,’79-’85     「京都アンデパンダン展」京都市美術館、京都 
1963              「2 人展」ヌーヌ画廊、大阪 
1972             「奥田善巳・木下佳通代作品展」シロタ画廊、東京 
1974             「PHOTO/ARTS ̶方法としての写真̶」ギャラリー・シグナム 、京都 
             「ヴィデオ/京都/1974」ギャラリー・シグナム、京都 
              「シグニファイング̶言語・事物/態度の表明とともに」 京都市美術館、京都 
1976               「第 12回現代日本美術展」東京都美術館、東京 / 京都市美術館、京都 
1977               「第 8回国際青年美術家展」東京都美術館、東京 
              「第 13回現代日本美術展」東京都美術館、東京 / 京都市美術館、京都 
1978              「アート・ナウ’78」兵庫県立近代美術館、兵庫 
                「20 年を迎えた京都アンデパンダンの方向」京都市美術館、京都 
              「第 12回日本国際美術展」東京都美術館、東京 / 京都市美術館、京都 
1979                「第 14回現代日本美術展」東京都美術館、東京 / 京都市美術館、京都 
   アグネス・マーチン・木下佳通代二人展、トアロード画廊、兵庫 
1981                   「100mmからの拡大展」ギャラリーU、愛知 
            「第 8回郷土美術総合展̶兵庫県美術祭」兵庫県立近代美術館、兵庫 
            「兵庫現代美術展̶海̶」兵庫県立近代美術館、兵庫 
            「兵庫県立近代美術館名品展」兵庫県立近代美術館、兵庫 
            「第 7回汎瀬戸内現代美術展」岡山県総合文化センター、岡山 
1982             「Travaux sur papier, objets, photos」文化活動センター、パリ、フランス 
1983            「第 8回汎瀬戸内現代美術展」岡山県総合文化センター、岡山 
1983-84            「現代美術における写真: 70 年代の美術を中心として」東京国立近代美術館、東京 / 京都国立近代美術館、京都 
1988              「’88 兵庫の美術家」兵庫県立近代美術館、兵庫 
            「第 24回今日の作家展 多極の動態」横浜市民ギャラリー、神奈川 
1989                「中田実郎コレクションによる木下佳通代・奥田善巳展」ラポルテホール、兵庫 
            「TOR ROAD 20+ 2」トアロード画廊、兵庫 
            「現代美術の中の写真」兵庫県立近代美術館、兵庫 
            「KOBE 現代美術展 5̶中田実郎、コンテンポラリー・アート・コレクション、木下佳通代・奥田善巳展」画廊ポルティコ、兵庫 
1989-90            「Das Foto als autonomes Bild: Experimentelle Gestaltung 1839-1989」ビーレフェルト・クンストハレ、ビーレフェルト、西 
             ドイツ / ミュンヘン・ヴァイアリッシュ・クンスト・アカデミー、ミュンヘン、西ドイツ 
1990              「利岡誠夫コレクション展」AD&Aギャラリー、大阪 
            「’90 兵庫の美術家」兵庫県立近代美術館、兵庫 
            「Flash Point 木下佳通代・館勝生・野田広人展」ギャラリーココ、京都 
            「視点・平面」AD&Aギャラリー、大阪 
1991             「海岸通りレンガ倉オープニング展」AD&Aギャラリー、大阪 
1992             「’92 兵庫の美術家」兵庫県立近代美術館、兵庫 
            「ビデオ・新たな世界 ̶ そのメディアの可能性」O美術館、東京 
1993             「現代日本の版画と写真」静岡県立美術館、静岡 
1994             「関西の美術 1950’s‒1970’s ̶創造者たちのメッセージ」兵庫県立近代美術館、兵庫 
1997             「開館 20周年記念展 国立国際美術館の 20年 日本の水彩・素描と版画」国立国際美術館、大阪 
            「〈私〉美術のすすめ: 何故〈WATAKUSHI〉は描かれるのか」板橋区立美術館、東京 
1998              「線の表情」国立国際美術館、大阪 
2000               「所蔵作品展 写真と美術の対話」東京国立近代美術館フィルムセンター、東京 
              「大阪市立近代美術館 (仮称)コレクション展 2000 写真/絵画/平面」ATCミュージアム、大阪 
2002                「20 世紀。美術は虚像を認知した ̶ モナ・リサとマンモンのあいだで」平塚市美術館、神奈川 
2008               「写真の美術 美術の写真」大阪市立近代美術館(仮称)心斎橋展示室、大阪 
2009              「所蔵品展 II」伊丹市立美術館、大阪 
2010              「かたちのちから」大阪市立近代美術館(仮称)心斎橋展示室、大阪 
2012             「対話する美術/前衛の関西」西宮市大谷記念美術館、兵庫 
2013              「日本の絵画の 50年」和歌山県立近代美術館、和歌山 
2015             「For a New World to Come: Experiments in Japanese Art and Photography, 1968-1979」ヒューストン美術館、ヒュー 

ストン、アメリカ / ジャパン・ソサエティー、ニューヨーク、アメリカ 



 
2017              「名品コレクション III: 現代の美術(前期)円(まる)」名古屋市美術館、愛知 
             「Japanese conceptual photography from the 70’s」GALERIE CHRISTOPHE GAILLARD、パリ、フランス 
             「Becoming & Dissolving」ALICE BLACK、ロンドン、イギリス 
2018               「象る、象られる。」Yumiko Chiba Associates viewing room shinjuku、東京 
             「ニュー・ウェイブ 現代美術の 80年代」国立国際美術館、大阪 
2020              「京都の美術 250 年の夢 第 1部‒第 3部 総集編̶ 江戸から現代へ」京都市美術館、京都 
2022              「Back to 1972̶50年前の現代美術へ」西宮市大谷記念美術館、兵庫 
2023               「女性と抽象」東京国立近代美術館、東京 
 
 
主なパブリックコレクション 
 
京都市美術館（京都市京セラ美術館） / 京都国立近代美術館 / 国立国際美術館 / 静岡県立美術館 / 市立伊丹ミュージアム / 兵庫県立美術館 / 名古屋市美術館 / 
東京国立近代美術館 
 
 
沢居曜子（1949‒） 
 
1949    三重県生まれ 
1968    京都市立芸術大学美術学部入学 
1975    同大学大学院西洋画専攻科修了 
2011‒15  金城学院大学 教授 
 
主な個展 
 
1971‒’75,’79,’80   立体ギャラリー射手座、京都 
1976,’78       ギャラリーU、愛知 
1977,’79       ギャラリーオフ、愛知 
1978         白樺画廊、東京 
        「素材の語るもの」ギャラリーU、愛知 
1979,’80       多田画廊、大阪 
1980        ボックスギャラリー、愛知 
1982        ASG、愛知 
1994,’96       ガレリアフィナルテ、愛知 
1997        ギャラリーF、岐阜 
1998         「BACK AND FORTH-10」ギャラリー16、京都 
1999         「on the wall」ギャラリーヤマグチ、大阪 
2005        「Line and Carbon-Work 1976-1979」ギャラリーヤマグチクンストバウ、大阪 
       「No.06 沢居曜子」北ビワコホテルグラツィエ・ギャラリー、滋賀 
2006        ギャラリーヤマグチクンストバウ、大阪 
       i ギャラリー、岐阜 
2007        ギャラリーにわ、愛知 
2009        クンストバウ｜東京、東京 
2024        「千葉市美術館コレクション選 特集 沢居曜子」千葉市美術館、千葉 
 
主なグループ展 
 
1973,’75,’77     「京都アンデパンダン展」京都市美術館、京都 
1974         「今日の方法」京都市美術館、京都 
       「シグニファイング一言語・事物／態度の表明とともに」京都市美術館、京都 
1975        「仮称 EXHIBISMI 展」神奈川県民ホール、神奈川 
       「'75 Fall with in NAGOYA」愛知県文化会館美術館、愛知 
1976        「アート・ナウ'76」兵庫県立近代美術館、兵庫 
       「1976 京都ビエンナーレ: 七名の評論家による現代作家展」京都市美術館、京都 
       「現代美術の記述展」大阪府民ギャラリー、大阪 
      「沢居曜子・辰野登恵子展」ギャラリーU、愛知 
1976,’77       「沢居曜子・辰野登恵子展」ギャラリー射手座、京都 
1977        「Tokyo / Bay Area Exchange of Contemporary Art 80」ラングトンストリートギャラリー、サンフランシスコ、アメリカ 
       「日米現代美術交換展」神奈川県民ホール、神奈川 
       「第 1回日本現代版画大賞展」東京銀座松屋、東京 
1978        「20 年を迎えた京都アンデパンダンの方向」京都市美術館、京都 
       「桜画廊展」桜画廊、愛知 
1981        「100mm からの拡大展」ギャラリーU、愛知 
1983        「現代美術の新世代展: 東海地区を中心とした」三重県立美術館、三重 
1994        「関西の美術 1950's～1970's 一創造者たちのメッセージ」兵庫県立近代美術館、兵庫 
1997        「現代美術/1970 年代/日本」千葉市美術館、千葉 
1998        「グリッドに沿って」白士舎、愛知 
       「線の表情」国立国際美術館、大阪 
2001        「旅する包み展」Project304、バンコク 
       「名古屋市民芸術祭 2001 主催事業「表現の多様性」展」名古屋市民ギャラリー矢田、愛知 
2003        「美術館絵日記 2003 年アートの旅 学校・まちとのふれあい」千葉市美術館、千葉 
2004        「コレクション展第 4期 連続と反復」京都市美術館、京都 
2004-05       「痕跡―戦後美術における身体と思考」京都国立近代美術館、京都 / 東京国立近代美術館、東京 
2012        「ドローイングの楽しみ」千葉市美術館、千葉 
2012-13       「日本の 70年代 1968-1982」埼玉県立近代美術館、埼玉 / 広島市現代美術館、広島 
2014        「LINE―沢居曜子｜Yoko SAWAI／菅木志雄｜Kishio SUGA」ギャラリーヤマグチクンストバウ、大阪 
2015        「辰野登恵子がいた時代」千葉市美術館、千葉 
2017        「態度が形になるとき ―安齊重男による日本の 70年代美術」国立国際美術館、大阪 
2019        「アイチアートクロニクル 1919-2019」愛知県美術館、愛知 



 
2023        「女性と抽象」東京国立近代美術館、東京 
2024        「所蔵作品展 MOMATコレクション」東京国立近代美術館、東京 
 
主なパブリックコレクション 
 
愛知県美術館 / 京都市美術館（京都市京セラ美術館） / 国立国際美術館 / 千葉市美術館 / 東京国立近代美術館 
 
 
辰野登恵子（1950‒2014） 
 
1950    長野県岡谷市生まれ 
1968    東京藝術大学油画科入学 
1974    同大学大学院修士課程卒業  
2004-14   多摩美術大学教授 
2014      逝去 
 
主な個展 
 
1973,’74,’75     村松画廊、東京 
1976,’77      かねこ・あーとギャラリー、東京 
1978       ギャラリー16、京都 
1978,’85,’86     ギャラリーたかぎ、愛知 
1987           ファビアン・カールソン・ギャラリー、ロンドン、イギリス / アート・ナウ・ギャラリー、ヨーテボリ、スウェーデン 
1989,’93,’95,’97     佐谷画廊、東京 
1995        「辰野登恵子 1986-1995」 東京国立近代美術館、東京 
2001        西村画廊、東京 
2002         ギャラリー石榴、長野 
2005        シュウゴアーツ、東京 
2011       「辰野登恵子展 抽象-明日への問いかけ」資生堂ギャラリー、東京 
2012       「平成 24年秋の有隣荘特別公開 辰野登恵子」大原美術館有隣荘、岡山 
2013         Mizuho Oshiro ギャラリー、鹿児島 
2014        「収蔵作品展Ⅱ辰野登恵子～不毛なものたちの世界～」市立岡谷美術考古館、長野 
2015       「辰野登恵子追悼展」市立岡谷美術考古館、長野 
2015,’16,’22,’23    Red and Blue Gallery、東京 
 「MOMASコレクションⅢ特集展示 辰野登恵子－まだ見ぬかたちを」埼玉県立近代美術館、埼玉 
2015,’17,’18,’22    ギャラリー・アートアンリミテッド、東京 
2016       ツァイト・フォト・サロン、東京 
      「辰野登恵子の軌跡イメージの知覚化」展 BBプラザ美術館、神戸 
      「MOTコレクション第４期 コレクション・オンゴーイング特別展示：辰野登恵子」東京都現代美術館、東京 
      「辰野登恵子 愛でられた抽象」宇都宮美術館、宇都宮 
2018-19      「辰野登恵子 - ON PAPERS A Retrospective 1969-2012」埼玉県立近代美術館、埼玉 / 名古屋市美術館 、名古屋 
2018,’21,’23     ギャラリー石榴、長野 / ギャラリー石榴南青山Room、東京 
2022       「辰野登恵子―身体的知覚による版表現」BBプラザ美術館、神戸 
2024        ANOMALY、東京 
      「千葉市美術館コレクション選 特集 辰野登恵子」千葉市美術館、千葉 
 
主なグループ展 
 
1971,’73      「コスモス・ファクトリー」村松画廊、東京 
1972       「第 7回ジャパン・アート・フェスティバル展」東京セントラル美術館 、東京 / メキシコ国立大学付属美術館、メキシコシティ、メキシコ / アル 

ゼンチン国立美術館、ブエノスアイレス、アルゼンチン 
1975        「版画 5人展」シメーズエス、神奈川 
1976,’77      「沢居曜子・辰登恵子展」ギャラリー射手座、京都 
1976  「沢居曜子・辰登恵子展」ギャラリーU、愛知 
1977        「Tokyo/Bay Area Exchange of Contemporary Art」80 ラングトンストリートギャラリー、サンフランシスコ、アメリカ 
1977       「日米現代美術交換展」神奈川県民ホール、神奈川 
1978        「アート・ナウ’78」兵庫県立近代美術館、兵庫 
1979           「第 11回東京国際版画ビエンナーレ展」東京国立近代美術館、東京 / 国立国際美術館、大阪 / 北海道立近代美術館、北海道 
1980        「1980 日本の版画」栃木県立美術館、栃木 
1980     「Art Today ’80 絵画の問題展 ロマンティックなものをこえて」西武美術館、東京 
1981        「日本現代美術展 70年代日本美術の動向」韓国文化芸術振興院美術会館、ソウル、韓国 
1982     「現代・紙の造形展一日本と韓国」国立現代美術館、ソウル、韓国 / 京都市美術館、京都 / 埼玉県立近代美術館、埼玉 / 熊本県統工芸館、熊本 
1982-83        「第 2回国際青年ドローイング・トリエンナーレ」ゲルマン国立博物館 、ニュルンベルク、ドイツ / ローザンヌ州立美術館、ローザンヌ、スイス 
1983      「現代美術の新世代展―東海地区を中心とした」三重県立美術館、三重 
1984        「第 4回ハラ・アニュアル」原美術館、東京 
     「1960~70 年代の洋画と新しい『平面』芸術の動向一現代絵画の 20年」 群馬県立近代美術館、群馬 
     「現代美術への視点 メタファーとシンボル」東京国立近代美術館、東京 / 国立国際美術館、大阪 巡回 
1987      「絵画 1977-1987 開館 10周年記念」国立国際美術館、大阪 
1988-89       「東京国立近代美術館所蔵作品による 日本の現代美術―1945 年以後」八戸市美術館、青森 / 愛知県美術館、愛知 / 駿府美術館、静岡 / そごう 

美術館、神奈川 
1989      「ドローイングの現在」国立国際美術館、大阪 
     「ユーロパリア 89ジャパン 現代美術展」ヘント市立現代美術館、ヘント、ベルギー 
     「第 25回今日の作家展 かめ座のしるし」横浜市民ギャラリー、神奈川 
1990       「ミニマル・アート」国立国際美術館、大阪 
1990-91        「ジャパン・アート・トゥデイ―あいまいなパースペクティヴ・ヴィジョンの変容」ストックホルム文化センター、ストックホルム、スウェーデ 

ン、 他、コペンハーゲン、デンマーク / ヘルシンキ、フィンランド / レイキャビーク、アイスランド 
1991       「線の表現 眼と手のゆくえ」埼玉県立近代美術館、埼玉 
1992-93     「AVANGUARDIE GIAPPONESI DEGLIANNI 70[70 年代日本の前衛]」ボローニャ市立近代美術館、ボローニャ、イタリア 
 



 
1993      「ボローニャ展帰国記念 70 年代日本の前衛 抗争から内なる葛藤へ」世田谷美術館 、東京 
1994           「戦後日本の前衛美術」横浜美術館、神奈川 / グッゲンハイム美術館、ニューヨーク、アメリカ / サンフランシスコ近代美術館、サンフランシス 
           コ、アメリカ 
           「第 22回サンパウロ・ビエンナーレ」シッシロ・マタラッツォ・パビリオン、サンパウロ、ブラジル 
     「3rd 北九州ビエンナーレ―Quintessence―」北九州市立美術館、福岡 
1995       「日本の現代美術 1985-1995」東京都現代美術館、東京 
      「水戸アニュアル’95 絵画考―器と物差し」水戸芸術館現代美術ギャラリー、茨城 

「戦後文化の軌跡 1945-1995」目黒区美術館、東京 / 広島市現代美術館、広島 / 兵庫県立近代美術館、兵庫 / 福岡県立美術館、福岡 
     「視ることのアレゴリー 1995: 絵画・彫刻の現在 第１期表層：矛盾の包摂」セゾン美術館、東京 
     「抽象美術へのいざない」国立国際美術館、大阪 
1996      「ふたつのメディア 柴田敏雄 辰野登恵子」鎌倉画廊、東京 
1997      「開館 20周年記念展 国立国際美術館の 20年」国立国際美術館、大阪 
     「近代日本の美術の名作一 100年の軌跡」東京国立近代美術館、東京 
1998      「所蔵作品による 20世紀の“線描”―〈生成〉と〈差異〉」東京国立近代美術館、東京 
         「アート／生態系 美術表現の「自然」と「制作」」宇都宮美術館、栃木 
1999      「イメージの森へ―原美術館コレクション展」ハラミュージアムアーク、群馬 
     「Toward Clarity 明晰さに向かって マーク・ロスコ 辰野登恵子 中村一美」セゾンアートプログラム gallery、東京 
2000      「日本美術の 20世紀 美術が語るこの 100年」東京都現代美術館、東京 
2001,’02,’04    「椿会展」資生堂ギャラリー、東京 
2002      「未完の世紀：20世紀美術がのこすもの」東京国立近代美術館、東京 
  「モダニズムの至福のとき いわき市立美術館名品展」宇都宮美術館、栃木 
  「開館 50周年記念 コレクションのあゆみ 1952-2002」東京国立近代美術館、東京 
2003         「特集展示：絵画の力 80 年代以降の日本の絵画」東京都現代美術館、東京 
      「第 5次椿会作品展」資生堂アートハウス、静岡 
          「あるサラリーマン・コレクションの軌跡～戦後日本美術の場所～」周南市美術博物館、山口 / 三鷹市美術ギャラリー、東京 / 福井県立美術館、 

福井 
2004     「再考: 近代日本の絵画―美意識の形成と展開」東京藝術大学大学美術館、東京 / 東京都現代美術館、東京 
2004-05     「痕跡―戦後美術における 身体と思考」京都国立近代美術館、京都 / 東京国立近代美術館、東京 
2007        「愛しのMy Art Collections T 氏のコレクションから一」奈義町現代美術館、岐阜 
     「国立国際美術館 開館 30周年記念展 30 年分のコレクション」国立国際美術館、大阪 
2009      「女性アーティストと、その時代 資生堂ギャラリー開廊 90周年記念展」資生堂ギャラリー、東京 
2010-11  「版による表現―信州ゆかりの作家たち展」(第二部 いろいろな版画の世界展）長野県県民文化会館 / 上田市山本記念館 / 長野県伊那文化会館、 

長野 
2011      「T 氏コレクション-内外の近現代絵画と彫刻たち」BBプラザ美術館、大阪 
2012      「与えられた形象 辰野登恵子 柴田敏雄」国立新美術館、東京 
2013      「ミニマル｜ポストミニマル─1970 年代以降の絵画と彫刻─」宇都宮美術館、栃木 
  「1970 年代以降の日本現代美術」ソウル大学校美術館、ソウル、韓国 
     「GIVEN TOSHIO SHIBATA and TOEKO TATSUNO」Laurence Miller Gallery、ニューヨーク、アメリカ 
     「プレイバック・アーティスト・トーク展」東京国立近代美術館、東京 
2014,’15     「堤清二・辻井喬 ふたつの目 オマージュ」展 セゾン現代美術館、長野 
   「コレクションⅢ 辰野登恵子と日本の抽象絵画」国立国際美術館、大阪 
2015      「高橋コレクション ミラー・ニューロン」東京オペラシティアートギャラリー、東京 
     「辰野登恵子がいた時代」千葉市美術館、千葉 
      「君が叫んだその場所こそがほんとの世界の真ん中なのだ。パリ・リトグラフ工房 idemから‒現代アーティスト 20人の叫びと囁き」東京ステーシ 
       ョンギャラリー、東京 
2016      「練馬区立美術館コレクション展 シリーズ時代と美術 4  1990～2000 年代 辰野登恵子《Untitled 92-8》を中心に」練馬区美術館、東京 
2017       「堤清二 セゾン文化、という革命をおこした男。」松本市美術館、長野 
     「高橋コレクション・マインドフルネス 2017」山形美術館、山形 
2017-18     「Variation and Autonomy: The Prints of Contemporary Japanese Painters」パナマ現代美術館、パナマシティ、パナマ共和国 / アルゼン 
      チン国立美術館、ブエノスアイレス、アルゼンチン / フォルマ美術館、サンサルバドル、エルサルバドル / アトリエ・シルキュレール、モント 
      リオール、カナダ / トロント日本文化センター、トロント、カナダ / サンパウロ日本文化センター、サンパウロ、ブラジル / 郵便局文化センタ 
      ー、リオデジャネイロ、ブラジル / パラナ州博物館、クリチバ、ブラジル / 旧裁判所文化センター、クリチバ、ブラジル / トへ・マラコフ、 
      レシフェ、ブラジル 
2018      「モダンアート訪―ダリ、ウォーホルから草間彌生まで福岡市美術館コレクション展」鳥取県立博物館、鳥取 / 埼玉県立近代美術館、埼玉 / 広島 

市現代美術館、広島 / 横須賀美術館、神奈川 巡回 
     「起点としての 80年代」金沢 21世紀美術館、石川 / 高松市美術館、香川 / 静岡市美術館 、静岡 
     「前衛の地平―辰野登恵子を中心に―展」中津万象園・丸亀美術館、香川 
     「ニュー・ウェイブ 現代美術の 80年代」国立国際美術館、大阪 
2019      「The Herstory of Abstraction in East Asia The Taipei」Fine Arts Museum (TFAM) 、台湾 
2022      「兵庫県立美術館開館 20周年 関西の 80年代」兵庫県立美術館、兵庫 
2023       「NAM コレクション 2023 新収蔵品展」長野県立美術館、長野 
      「女性と抽象」東京国立近代美術館、東京 
2024      「ここは未来のアーティストたちが眠る部屋となりえてきたか？――国立西洋美術館 65年目の自問｜現代美術家たちへの問いかけ」国立西洋美術 

館、東京 
 
 
主なパブリックコレクション 
 
愛知県美術館 / いわき市立美術館 / 宇都宮美術館 / 大原美術館 / 国立国際美術館 / 埼玉県立近代美術館 / 静岡県立美術館 / 高松市美術館 / 東京国立近代美術
館 / 東京都現代美術館 / 栃木県立美術館 / 練馬区立美術館 / 松本市美術館 / 横浜美術館 / 和歌山県立近代美術館ほか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【本展に関するお問合せ】ぜひ貴社にて御紹介くださいますようお願い申し上げます。画像データの御依頼等は下記までご連絡下さい。 
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[Tel] 03-6276-6731 [e-mail] info@ycassociates.co.jp   [website] www.ycassociates.co.jp [営業時間] 12:00-19:00  [定休日] 日・月・祝日 

 


